
令和3年2月15日
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ピックアップ議会ピックアップ議会
　　◦沼津市立幼保連携型認定こども園条例の制定
　　　戸田地区に認定こども園が設置されます� P.2

市政について問う！市政について問う！
　　◦新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、一般質問の実施を取りやめました
　　　～経緯、発言通告一覧、議員からの質問内容と市当局からの回答～� P.4〜９

委員会レポート委員会レポート
　　◦特定調査事項の内容と取組状況について報告します� P.11

自然と触れ合い、のびのび育つへだっこ（戸田保育所・幼稚園）
※関連記事は P.2
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ぼくは力持ちだぞー

うんとこしょ！
どっこいしょ !!

見て！見て！
こんなにおっきい
白菜がとれたよ
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問�戸田幼稚園及び戸田保育所を統合し、認定こど
も園へ移行することに伴う子供たちの生活環境
への影響は。

答�戸田幼稚園と戸田保育所は、現在も一つの施設
内で運営しており、必要に応じて合同保育も行っ
ていることから、認定こども園へ移行した後も、

子供たちへの影響はないと考えている。
問�認定こども園移行後の職員の人員配置は。
答�認定こども園への移行前は、幼稚園と保育所で
別々のクラス編成であったが、移行後は、幼稚
部と保育部で合同のクラスとなるため、クラス編
成などに合わせた適正な職員配置を行っていく。

ピックアップピックアップ
議会議会

令和 3年
4月から

・保護者の多様な働き方に応じた受入れが可能で、かつ、幼児教育機能が存続できます。
・幼児教育において重要とされるコミュニケーション確保のための適正な集団形成ができます。
・子育ての相談や親子の集いの場の提供など、様々な家庭の子育ての不安に対応できます。
・幼稚園と保育所の統合による一元管理となり、人員や経費等の削減が図られます。

・近年、児童数が急激に減少しており、戸田幼稚園では学齢
別のクラス編成による集団教育が難しい状況となってい
ます。

・保育需要が高まる一方で、幼稚園の需要は減少傾向にあり
ます。

・戸田には、戸田幼稚園と戸田保育所以外に施設がなく、市
として幼児教育の提供を維持・確保することが必要です。

他の市立幼稚園・保育所の認定こども園への移行については、今後、必要に応じて十分な検
討を行っていきます。

戸田地区の幼児教育・保育の現状と課題

幼稚園と保育所を統合し、認定こども園へ移行

民生病院委員会での主な質疑

認定こども園へ移行するメリット

人口減少・少子化の著しい進行

幼児教育・保育の場の状況

認定こども園とは？

認定こども園法に基づき、幼稚園と保育所の機
能や特長を併せ持ち、なおかつ、地域の子育て支
援も行う施設です。
施設の法的性格、設置主体、職員の要件等によ
り４つの類型があり、幼保連携型はその一つです。

令和 2年度�
戸田幼稚園・保育所

児童数

幼稚園 保育所

4 人 17 人

全児童数

21 人

解 決 策

▲広い芝生の園庭で遊んでいるよ

11月定例会において「沼津市立幼保連携型認定
こども園条例の制定」の議案が提出され、全会一致
で可決しました。
今回の条例は、市内の公立としては初となる認定

こども園の設置及び管理について定めるものです。
ここでは、その内容についてお知らせします。
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11 月定例会の主な内容�
第 7回（11月）定例会は、11月 27日から 12月 18日までの 22日間にわたり開催しました。
この定例会では、令和 2年度補正予算議案等 24件と議員提出議案 1件を審議し、いずれも原案
のとおり議決しました。
なお、一般質問については、新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、発言の通告をしていた
16人全員が通告を取り下げたため、取りやめとなりました。しかしながら、要望のあった一部議
員の質問については、市当局に対し文書質問形式で回答を求めました。（P.4 ～ 9）

議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 81号
沼津市職員の給与に関する条例等
の一部改正

■一般職の職員の期末手当を引き下げます
人事院勧告に倣い、一般職の職員の期末手当を 100分の 5引き下げるほか、
所要の改正を行うものです。

可決

議第 84号
沼津市立学校設置条例及び沼津市学
校給食共同調理場条例の一部改正

■長井崎小中一貫学校及び戸田小中一貫学校の開校に伴い、条例の一部を改正します
内浦地区及び西浦地区内の小中学校の一貫校化に伴い、内浦小学校及び西浦
小学校を統合し、長井崎小学校を新設するとともに、戸田地区内の小中学校
の一貫校化に伴い、戸田中学校を移転し、戸田中学校共同調理場を廃止する
ものです。

可決

議第 89号
沼津市立病院条例の一部改正

■人間ドックの料金を改めます
人間ドックの料金について、令和 2年度診療報酬改定内容を反映するとと
もに、検査項目を見直すほか、所要の改正を行うものです。

可決

予　
算

議第 91号
令和２年度沼津市一般会計補正予
算（第 12回）

■ 9億 65 万 2,000 円を追加し、予算総額は 961 億 6,172 万 2,000 円
となります

追加するものは、財政調整基金積立金5億9,108万 5,000円、香陵公園周辺
整備事業費2億5,810万 4,000円が主なもので、減額するものは、人事異動
等に伴う職員人件費等の調整額2億6,745万1,000円です。財源としては、
それぞれの特定財源のほか、一般財源として繰越金などをもって充てるもの
です。このほか、繰越明許費として土地改良施設整備事業935万円を翌年度
に繰り越すほか、債務負担行為として鉄道施設移転先鉄道影響構造物詳細設
計業務委託費を追加するものです。

可決

そ
の
他

議第 79号
財産の処分（沼津市南部地域光
ファイバー施設）

■沼津市南部地域光ファイバー施設を売却処分します
沼津市南部地域光ファイバー施設を 3,584 万 4,734 円で沼津市寿町 8番
28号、株式会社 TOKAI ケーブルネットワーク�代表取締役�鈴木光速に売
却処分するものです。

可決

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。
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条
例議第 81号 沼津市職員の給与に関する条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

予
算議第 91号 令和２年度沼津市一般会計補正予算（第12回） 可決 ○ ○ ○ ○ (1)�(2)

○�× × × ○

会派別　賛否が分かれた議案一覧

主な議案一覧

◯＝賛成　×＝反対　　※（　）内は所属議員数

沼津市議会 検索
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市 政 に つ い て 問 う ！

新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み

一般質問の実施を取りやめました

１　臨時休校時の小中学校の対応について
　⑴　家庭学習教材の配付及び学習状況の把握
　⑵　形を変えて開催した小中学校卒業式の評価
　⑶　児童生徒の安否確認結果とその評価
　⑷　児童生徒の学習の遅れに対する認識と対策
　⑸　沼津寺子屋開催事業と地域の取組に対する評価

　11月定例会開会後、市内において新型コロナウイルスの感染者が多数発生し、
市職員の中にも感染者が発生するなど、市内で感染のさらなる拡大が懸念され
る状況となっていることを受け、市当局が新型コロナウイルス感染症対応に追
われている状況や、今後、濃厚接触者の判定等により、登庁できなくなる職員
が出てくる可能性なども考慮した結果、12月７日、８日に予定されていた本会議を休会としました。
　このような状況に鑑み、予定していた一般質問について、発言通告をしていた議員16人全員が通告を取り下げました。
　しかしながら、一般質問は、議員活動の要であり、年末年始の対応など緊急に市当局の取組を質す必要性の高いもの
も含まれていることから、沼津市議会として、市当局に対し、要望のあった一部議員の質問に対する回答を文書質問形
式で求めることとしました。
　ここでは、全議員の発言通告の内容と、文書質問形式とした８人の議員の質問と市当局からの回答についてお知らせ
します。
　なお、今回、市当局の回答を求めない議員の質問は、次回定例会以降、再度質問を行うこともあります。

１　持続可能な図書館運営について
　⑴�　休館後の利用者の状況と、コロナ禍での図書館機能

維持の取組
　⑵　電子書籍導入の効果と課題
　⑶　学校図書館等との連携
　⑷　多様化したサービスに応じた職員の資質向上策

１　教育行政について
　⑴　入院療養時の学習支援について
　　①�　院内学級（病弱・身体虚弱特別支援学級）の設置

医療機関と在籍人数
　　②　対象児童生徒の入級の条件と入級学年の範囲
　　③�　�入院療養時の学習支援の現状と今後の具体的な取組
　⑵　発達障害児支援について
　　①�　小中学校における早期発見・早期対応への取組と

幼稚園・保育園との連携及び現状
　　②�　増加傾向にある発達障害児への教育施策
　　③�　�小中学校間の特別支援教育コーディネーターの連携

２�　「主体的・対話的で深い学び」を推進するための取組
について
　⑴�　特別な配慮を必要とする児童生徒に係る理解啓発の

推進
　　①　小中学校における理解啓発活動の現状とその課題
　　②�　�青少年教育センター、教職員研修センターでの取組
　⑵　学力・学習状況調査について
　　①　学力・学習状況調査の実施状況と課題
　　②　学力と非認知能力向上のための取組
　　③　新形式の学力・学習状況調査の導入

２　新生児聴覚スクリーニング事業について
　⑴　新生児聴覚検査について
　　①�　本市の検査実施状況（出生数・受診者数）と未受

診の理由と保護者への対応
　　②�　受診率向上へ向けた取組と受診費用への対策
　　③�　要再検児の保護者への支援・指導

２　ＧＩＧＡスクール構想の本市の対応について
　⑴　学習端末の運用方法
　⑵　学習端末を利用したＩＣＴ教育の目標
　⑶　学習端末を特別支援分野で活用する考え
　⑷　ＩＣＴ教育を担う教職員のスキルアップ計画
　⑸　ＩＣＴ教育を支えるために学校を支援する体制
　⑹　本市所有の文化資源をデジタル化する考え

村木　　豊

浅田　美重子

霞　　惠介

発言通告一覧（16人の通告内容）

◀新生児聴覚スクリー
　ニング検査の様子

◀ 令和3年1月にサー
ビスが開始された
ぬまづ電子図書館
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市 政 に つ い て 問 う ！

用 語 解 説

１　予防接種の再接種助成について
　⑴　予防接種の再接種に対する助成の制度化
２　地域防犯ボランティアの人材確保について
　⑴　地域防犯ボランティアの確保に向けた取組
　⑵　青色防犯パトロールへの協力
３　青少年のスポーツ施設利用促進策について
　⑴　スポーツ施設使用料金の見直し

１�　本市の押印廃止（脱ハンコ）へ向けた取組状況について
　⑴�　経済４団体が主張したテレワークの障害となる行政

手続の規制・制度等（書面主義・押印原則・対面主義）
の見直しに関する認識について

　⑵�　市の業務に係る文書への押印の必要性及び押印廃止
の取組について

　　①　市民から提出される文書
　　②　市長印等の公印を押印する文書
　　③　決裁文書等の内部文書
　⑶　近未来の完全電子申請への対応について

１�　本市小中学校における「ｗｉｔｈコロナ」下の学校運
営について
　⑴　学校運営の現状と対応について
　⑵　児童生徒及び教職員の心身の状況について
　⑶�　長期化を見据えた今後の学校運営方針について
２　本市の行財政運営を取り巻く現状と課題について
　⑴　多様な課題に対応した行政運営について
　　①�　国連が掲げる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の

推進
　　②�　ダイバーシティー（多様性）の推進
　　③�　デジタル技術の活用

１　愛鷹山麓の新たなステージと今後の展望について
　⑴�　愛鷹山麓の沼津の宝としての認識と農業の現状につ

いて
　　①　愛鷹山麓の資産についての認識
　　②　愛鷹山麓のお茶を中心とした農業の現状
　⑵�　産業集積検討区域の土地利用の取組と今後の方向性

について
　　①�　計画する産業集積検討区域の土地利用についての

考え方
　　②�　同地域に予定されている都市計画道路片浜池田線

など道路整備への取組

　⑵　財政運営の現状と課題について
　　①　財政状況の分析と財政の健全性
　　②　財政運営上の課題とその対応
　⑶�　�新型コロナウイルス感染症の影響とその対応について

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは、「誰一人取
り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指
す世界共通の目標。2015年 9 月の国連サミットで採
択された。17のゴールと169のターゲットから構成
されている。

　⑶　愛鷹山麓の都市基盤整備と将来像について
　　①�　多くの重要な都市基盤整備事業が計画されている

愛鷹山麓及び周辺地域におけるまちづくりの今後の
展望

　　②�　第５次沼津市総合計画の計画期間である10年後の
愛鷹山麓の将来像

２　本市水道事業への水道スマートメーター導入について
　⑴　水道スマートメーターに関する認識について
　　①　スマートメーター導入のメリットとデメリット
　　②　他市のスマートメーター導入状況
　　③　スマートメーター導入を阻害している要因
　⑵�　水道スマートメーター設置のコスト削減策に関する

認識について
　　①　厚生労働省の交付金の有効活用
　　②　他の水道事業者との広域連携
　　③　電気・ガス事業者との共同検針
　⑶�　中長期的視点に立った水道スマートメーター導入の

可能性について

梶　　泰久

渡部　一二実

渡邉　博夫

井原　三千雄

◀子供たちの登下校を見守る
　地域ボランティア

◀茶の栽培が盛んな
　愛鷹山麓
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市 政 に つ い て 問 う ！

１　新中間処理施設整備について
　⑴�　�沼津市新中間処理施設整備基本計画の見直しについて
　　①　令和２年度の取組内容とその進捗状況
　⑵　新中間処理施設整備に向けて
　　①　今後の取組内容
　　②　今後のスケジュール
　⑶　新中間処理施設の活用について
２　本市のＭＩＣＥ事業について
　⑴�　プラサヴェルデの利用状況及びＭＩＣＥによる地域

経済への波及効果

１　子供の教育の充実について
　⑴　学校教育
　　①　小中学校における各種支援員
　　　ア　配置数と活用状況
　　　イ　効果と課題への認識
　　②　特別支援教育
　　　ア　教員のスキル向上とサポート体制
　　③　不登校児童生徒
　　　ア　実態と進路状況
　　　イ　進路未決定児童生徒へのサポート

１　国の進める行政手続の見直しについて
　⑴�　行政手続における押印廃止と書面主義の見直しにつ

いて
　　①　押印についての認識
　　②　押印廃止に対する認識
　　③　押印廃止と書面主義の見直しに対する取組
　⑵　デジタル化によるオンライン申請の推進について
　　①　デジタル化によるオンライン申請についての認識
　　②　マイナポータルぴったりサービスの活用

１　市長の政治姿勢について
　⑴　鉄道高架事業の見直しについて
　　①　鉄道高架訴訟の本質的要因
　　②　賴重市長と川勝知事の面談と知事発言
　　③　新聞社社説の示唆に対する認識
　　④　政府税制調査会委員の知見に対する見解
　⑵　本市の移住政策について
　⑶　本市のＰＣＲ検査体制について
　⑷　災害用トイレ問題について

市川　道隆

小泉　宣子

長田　吉信

梅沢　　弘

　⑵�　コロナ禍における催事等のキャンセルに伴うプラサ
ヴェルデの指定管理者や利用者に対する本市の対応

　⑶�　大規模イベントや会議等の誘致に向けた今後の取組
及びＭＩＣＥ産業に対する認識

２　誰もが安心して暮らせる居住支援について
　⑴�　生活困窮者自立支援制度における住居確保給付金の

認識
　⑵　住宅セーフティネット制度の活用
　⑶　居住支援の取組

▲新貨物ターミナル建設予定地

▲教員のスキル向上のために行われる研修の様子
　（令和元年撮影）

　　④　スクールソーシャルワーカー
　　　ア　配置数と活用状況
　　　イ　効果と課題への認識

用 語 解 説
ＭＩＣＥとは、ミーティング、インセンティブ、コ
ンベンション、エキシビション /イベントを総称し
た用語。開催地における高い経済波及効果やビジネ
ス機会、イノベーションの創出等が期待される。
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市 政 に つ い て 問 う ！

１　コロナ禍における障害者の就労支援について
　⑴　現状の認識
　⑵　工賃向上のための取組
　　①　障害者優先調達推進法の実績と認識、今後の目標
　　②　市施設の積極的な活用
　⑶　各部局との連携

２　年末年始の生活困窮者に対する支援体制について
　⑴　現状の認識
　⑵　市役所閉庁時の相談体制
　⑶　民間団体との連携

１�　沼津海浜訓練場（今沢基地）の使用における課題と本
市の基本的認識について
　⑴�　令和２年10月及び11月の今沢基地の使用状況と、本

市の対応
　⑵　訓練による近隣住民や漁業者等への影響
　⑶　訓練の市民への周知と、本市の基本的認識

１�　コロナ禍の下、新しい生活様式と少子化を見据えた、
本市の教育行政の在り方について
　⑴　コロナ禍における教育水準の確保
　⑵�　ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた具体的な取組

内容
　⑶　20人学級の実現に向けた取組
　⑷　教師の不祥事再発防止策と、その取組内容
　⑸�　新しい生活様式に基づく、特色ある教育を推進する

ための財源確保の認識

１　犯罪被害者等支援条例の必要性について
　⑴　沼津市の犯罪状況の県内他市町との比較について
　　①　刑法犯認知件数
　　②　重要犯罪の動向
　　③　犯罪実態の背景
　⑵　他市の犯罪被害者等支援条例の現状と取組について
　⑶　犯罪被害者等への支援と課題について
　⑷　沼津市における条例制定の取組について

１　新型コロナウイルス感染症対策について
　⑴　対策本部会議について
　⑵　市民への情報提供について
　　①　ホームページ
　　②　広報ぬまづ
　⑶　市役所内における対策について
　⑷　今後の対策について
　　①　職員が感染しないための対策
　　②　職員が感染した場合の対応

２�　子宮頸がんワクチン（ＨＰＶワクチン）における問題
点と対応について
　⑴　ＨＰＶワクチンの現状と課題について
　　①　副反応被害者の実情
　　②　ＨＰＶワクチンのリスクと有効性
　　③　副反応被害への治療法や医療機関の体制
　　④　被害者への補償及び公的救済策
　⑵　国のスタンスと自治体の対応について
　　①　国の通知に対する考え方
　　②　自治体における対応状況
　⑶　沼津市における対応について

平野　　謙

岡田　進一

川口　三男

山下　富美子

大場　豪文

▲サーモグラフィーカメラを使い、来庁者の体温を測定

▲訓練場として使用される今沢海岸

▲ＧＩＧＡスクール構想で授業風景が変わります
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市 政 に つ い て 問 う ！

問 市内小中学校において、新型コロナウイルス感染拡大
防止のための休校が長期間に及んだことに伴う児童生徒の
学習の遅れに対する認識と今後の対策は。
答 本市においては、学校再開後、十分な授業時数を確保
するため、夏休みを10日間に短縮するとともに、学校行事
の厳選を含む教育課程の再編成等の工夫により、大きな学
習の遅れは生じておらず、当初予定していた授業課程を年
度末までに全て終了できるものと見込んでいる。今後は、
各学校における進捗状況に応じた指導を行っていくほか、

休校の長期化を
受け中学校３年
生を対象に実施
している沼津寺
子屋の開催など
をはじめとした
学習支援に努め
ていく。

学校の長期休校に伴う学習の遅れの状況は 村木　　豊

回答質問

文書質問形式とした８人の議員の質問内容と市当局からの回答　※�ＱＲコードから質問と回答の全文が御覧いただけます

問 知的障害や発達障害、言語障害をはじめとした特別な
配慮を必要とする児童生徒に対する特別支援教育の推進に
は、周囲の配慮や正しい理解を深めることが必要不可欠で
あるが、①小中学校において理解啓発を推進するための取
組は。②青少年教育センター及び教職員研修センターにお
ける支援は。
答 ①本市においては、特別な配慮を必要とする児童生徒
に対して、学校全体で正しい理解を深めるため、授業等で
互いの個性を認め合う教育や特別支援学級と通常学級の交

流等に積極的に取り組んでいる。②青少年教育センターに
おいては、臨床心理士や言語聴覚士を学校に派遣し、個別
支援が必要と思われる児童生徒への対応について学校や保
護者と協議を行うほか、児童生徒本人や保護者に対するカ
ウンセリングなどの支援を行っている。また、教職員研修
センターにおいては、研修専門アドバイザーが学校を訪問
し、児童生徒の表れを参観した上で、学級担任に助言を行
う個別訪問支援を実施している。

特別支援教育の理解啓発を推進するための取組は 浅田　美重子

回答質問

問 特別支援学級を担当する教員は、豊かな経験や専門的
なスキルが必要とされるが、教員のスキル向上のための取
組とサポート体制は。
答 特別支援学級を担当する教員相互で研さんを重ねると
ともに、年３回の研修等により教員の専門性の向上に努め
ている。また、教職員研修センターによる新任担任への支
援と医師や臨床心理士等による年２回の巡回相談の実施に
より教員をサポートしている。
問 いじめや不登校、児童虐待など、学校だけでは解決で

きない問題が増える中、学校にスクールソーシャルワーカ
ーを配置することによる効果は。
答 本市では、県教育委員会派遣のスクールソーシャルワ
ーカーを３名配置しており、学校だけでは対応困難な事例
に対して関係機関との円滑な連携が図られることで児童生
徒を取り巻く環境への働きかけが可能となり、児童生徒の
生活上の課題改善につながっているほか、チームでの対応
が可能となり、教職員の負担軽減につながっている。

スクールソーシャルワーカーの配置による効果は 小泉　宣子

回答質問

問 行政手続における書面主義・押印原則・対面主義の見
直しに向けた本市の対応は。
答 新型コロナウイルス感染症への対応が求められる中、
国では、テレワーク等の推進の一環として、書面主義・押
印原則・対面主義の見直しに取り組んでいる。行政手続に
おけるこれらの見直しは、新型コロナウイルス感染症の蔓
延防止のみならず、本市の業務そのものの見直しや効率化
につながると考えていることから、国・県の対応を踏まえ、
本市においても必要な見直しに取り組んでいる。

問 低所得者等の住宅確保要配慮者への居住支援として空
き家をセーフティネット住宅として登録する制度が平成29
年に創設されたが、本制度の活用に対する認識は。
答 セーフティネット住宅の登録には耐震性を有すること
等の要件があるため、本制度の活用については、空き家の
状況を十分に見定めた上で所有者への制度周知や登録の意
向把握に努めるとともに、住宅確保要配慮者の状況を注視
し、居住支援の需要を見極めながら検討していく。

行政手続における押印原則等の見直しに向けた対応は 長田　吉信

回答質問

▲「沼津寺子屋」に参加する生徒たち
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市 政 に つ い て 問 う ！

問 連続立体交差事業は開かずの踏切の解消が目的である
べきにもかかわらず、本市の事業対象区間では、朝夕のピー
ク時においても１時間当たりの踏切遮断時間が20分以内で
あり、国が沼津駅付近連続立体交差事業を認可したことは
無効であると考えるが、本市の認識は。
答 沼津駅付近連続立体交差事業は、国の要綱に示されて
いる４つの定義のうち、鉄道と幹線道路が２か所以上で交
差し、その交差する両端の幹線道路の中心間距離が３５0メー
トル以上ある鉄道区間において、鉄道と道路とを同時に３

問 障害者の就労支援や工賃向上に資するための市役所と
しての取組は。
答 職員に対し、障害者就労施設等からの物品や役務の優
先調達に関する説明会を実施し働きかけるとともに、供給
可能な物品や役務の情報を共有し官公需の拡大に努めてい
る。今後も市役所全体で連携し新たな需要を掘り起こすと
ともに、障害者の就労や授産製品への理解を促進していく。
問 年末年始期間における生活困窮者への支援体制は。
答 年末年始はケースワーカー２人体制で相談等に対応し、

問 子宮頸がんを予防するＨＰＶワクチンの接種による副
反応被害に対する本市の認識は。
答 ＨＰＶワクチン接種による副反応が、他の定期接種ワ
クチンと比較して重篤症例の発症頻度では高い傾向がある
こと、ワクチン接種と副反応の因果関係の認定が困難な事
例があることなどについて市でも把握している。
問 現在、犯罪被害者等支援条例の制定が全国各市町で進
められているが、本市の刑法犯認知件数の状況と条例制定
への取組は。

問 現在、新型コロナウイルス感染症の第３波が猛威を振
るっているが、市職員が感染しないための対策は。
答 マスク着用やソーシャルディスタンスの確保、換気な
どの基本的な対策のほか、市職員に毎朝の体温測定や体調
管理、風邪症状がある際の特別休暇の取得を徹底している。
また、家庭においても新しい生活様式の実践を徹底してお
り、感染防止及び感染拡大防止に努めている。
問 市職員が感染した場合の対応は。
答 市職員が感染した場合や感染症の症状が見られた際に

か所以上において立体交差させ、かつ２か所以上の踏切道
の除去を行うものという項目に該当している。また、本市
南北交通のボトルネックを解消し、強固な南北都市軸を形
成するとともに、鉄道跡地や高架下スペース等に民間投資
を誘発し、市民の生活利便性の向上、新たな賑わいの創出
やまちの活性化など、まちづくりに大きな効果をもたらす
事業でもあることから、連続立体交差事業の目的に合致し
た事業であると認識している。

食料支援や一時生活支援施設
への入所支援等を行う。一時
生活支援施設へ入所できない
場合は、状況に応じ緊急援護
費の支給などを行うほか、生
活保護が必要な場合は、休暇
明け早期に開始できるよう措
置していく。

答 本市の令和元年における刑法犯認知件数は1，４21件で
あり、県内で３番目となっている。また、重要犯罪の認知
件数は、殺人が２件で県内２位、放火が８件で１位、強制
性交等が４件で１位、強制わいせつが1３件で２位となって
おり、その認知件数は、県内市町の中で多い傾向で推移し
ている。条例制定への取組については、警察等との協議や
条例を制定している自治体の事例等の調査を実施しており、
引き続き、規定すべき内容等について検討していく。

は、医療機関での検査や
保健所等の指示に従い、
感染が拡大しないよう対
応していくほか、不足人
員が生じた場合の応援体
制など、業務に支障が生
じないよう体制の維持に
努めていく。

沼津駅付近連続立体交差事業の事業認可の妥当性は

障害者の就労支援や工賃向上のための取組は

ＨＰＶワクチンの副反応に対する本市の認識は

市職員が新型コロナウイルスに感染しないための対策は

梅沢　　弘

平野　　謙

山下　富美子

大場　豪文

回答

回答

回答

回答

質問

質問

質問

質問

今回の一般質問の取下げは、新型コロナウイルス感染拡大防止に議会が率先して取り組むため、
議員皆、断腸の思いで決断したものです。今後も、沼津市議会は一枚岩で取り組んでいきます。

▲ 市役所別館「パイン」では、障
害者就労施設の自主製品、弁当
やパンなどを販売している

▲職場でも検温を徹底
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こ の 意 見 書 は、 令 和 2 年
12 月 18 日に全会一致で可決
された後、関係官庁等へ送付
しました。

※意見書とは、市だけの努力
では解決できない公共の利益
に関する問題について、市議
会の意思をまとめて国や県に
要望するものです。

議会だより編集委員会では、他の委員会に先行し、令和 2
年 6月から、タブレット端末を用いたオンライン会議の試行
を重ね、現在、スムーズな委員会運営を実現しています。さ
らに、会議資料については、全委員が完全ペーパーレス化を
達成しています。
また、他の委員会での試行に向け、まずは各委員長が議会
だより編集委員会の試行状況を見学しました。引き続き、タ
ブレットプロジェクトチームと連携し、取組を進めます。

議場傍聴者用トイレは、昭和に建設されたときの様式であり、これ
まで利用者から、男女兼用で利用しにくい等の御意見をいただいてい
ました。
そこで、令和 2年 9月 7日、女性議員 3人により、議長に対し、議
場傍聴席側トイレ整備に関する申入れ書が提出されました。
これを受け、同年 10月に改修を行う運びとなり、女性専用トイレ
が整備され、男女別となりました。
なお、男性用トイレにつきましては、議場前または本庁舎のトイレ
を御利用ください。

▲議会だより編集委員８人と事務局職員により、オンライン会
議の試行を重ねています

意  見  書 核兵器禁止条約に署名できる環境を整える努力を求める意見書

2017 年７月、国連会議は核兵器禁止条約を賛成 122か国、反対１か国、棄権
１か国で採択した。この採択は、世界の多くの人が核兵器廃絶を切に願う表れで
ある。しかしながら、日本は唯一の被爆国でありながら、この会議には参加して
いない。
2020 年 10 月には、条約の批准国が 50か国に達し、2021 年１月には条約
が発効される見通しとなった。このことは、人類の悲願である核兵器の禁止、廃
絶を具体化する大きな第一歩となるものである。我が国は、唯一の被爆国として、
核兵器の惨禍を人類が再び被ることのないようにとの強い願いを世界に伝える特
別な役割と責務があると考える。
1987 年３月に核兵器廃絶平和都市宣言をし、平和首長会議のメンバーでもあ
る沼津市として、核兵器のない世界の実現に向け、政府に、我が国が核兵器禁止
条約に署名できる環境を整える努力をすることを要請し、その間オブザーバーと
して会議に参加することを求める。

女性議員の申入れにより実現！
議場傍聴者用トイレを改修しました

▲議長に申入れ書を提出する女性議員

議会ＩＣＴ推進 × 新型コロナ対策
～  続 オンライン会議の試行の取組 ～
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常任委員会（総務、文教産業、民生病院、建設水道）
では、特定調査事項として、自主的にテーマを設定
し調査を行っています。今年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の状況に鑑み、行政視察は行わず、勉強
会や文書調査等により調査研究を進めています。

特定調査事項の内容と取組
状況について報告します

フレイルサポーター養成講座の様子を視察 8月には当局との勉強会を開催

委員会
レポート

市職員の業務におけるＩＣＴの
活用について ＩＣＴ教育の推進について

高齢者の新しい生活様式の下での
フレイル予防について

老朽化する水道管の維持管理・
更新の手法について

総　　務
委 員 会

文教産業
委 員 会

民生病院
委 員 会

建設水道
委 員 会

令和元年度も同テーマを調査項目として、
ＡＩやＲＰＡの活用に関する調査研究を実施
し、理解を深めてきた。その後、新型コロナ
ウイルス感染症が世界的に蔓延する中で、テ
レワークの普及や新型コロナウイルス接触確
認アプリの開発など、ＩＣＴの有用性がさら
に注目され、市職員の業務への活用の幅も広
がっていくと想定されることから、令和 2年
度も引き続き調査研究を行うこととした。

令和元年度は、介護予防を中心とした健康
寿命延伸について調査研究を行い、一定の結
論に達したが、新型コロナウイルス感染拡大
に伴う活動の自粛などの影響で、高齢者のフ
レイルの進行が危惧されることから、「新たな
生活様式」の下、活動を展開できないか調査
研究を行うこととした。

本市の水道管の一部は既に法定耐用年数を
経過している状況にあるほか、管路経年化率
は、全国平均よりも高い状況にある。安心・
安全な水を持続的に供給していくためにも老
朽管への対応は重要であることから、水道管
の維持管理・更新の手法について調査研究を
行うこととした。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、
学校が臨時休業となるなど、児童生徒の学習
機会の減少が懸念される事態が発生した。今
後、このような緊急時においても、ＩＣＴを
活用することで児童生徒の学びが保障される
環境を早急に実現することが必要であること
から、ＩＣＴ教育の推進に向けて、調査研究
を行うこととした。

本市職員の業務におけるＩＣＴの活用につ
いて、現状を把握するために令和 2年 9月に
勉強会を開催し、市当局から説明を受けたほ
か、委員が参加した先進技術に関する視察調
査の結果報告などの情報を共有してきた。今
後は、テレワークの活用など、他自治体等他
自治体等の先進事例
を収集するなどし
て、さらに調査研究
を深めていく。

令和 2年 9月に勉強会を開催し、フレイル
対策事業の現状や課題を確認した。また、11
月 13日、20日の 2日間で、フレイルサポー
ター養成講座の管内視察を実施し、当局の取
組を確認するとともにフレイルサポーターと
の意見交換を行った。今後は、他市の取組状
況について調査を実施していく。

令和２年８月に当局との勉強会を開催し、
本市の水道管は全国平均よりも経年化が進ん
でいることから管路更新事業のさらなる推進
が必要であることや、毎年 350件程度発生す
る漏水事故への対応等が課題であることを確
認した。今後は、本市の課題解決に向け、先
進事例の調査を実施していく。

令和 2年 9月に勉強会を開催し、本市のＩ
ＣＴ機器の整備状況や対面教育におけるＩＣ
Ｔ機器の活用による効果、家庭におけるオン
ライン学習に対する認識等について学んだ。
また、11月には、周辺市町や先進市町に対し、
組織の体制やＩＣＴ機器の持ち帰りの状況等
について、文書による
ヒアリングを行い、知
識を深めてきた。今後
も引き続き調査研究を
進めていく。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

大
学
の
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
所
属
サ
ー

ク
ル
で
も
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
日
々
に
不
安
を
感
じ
る
一
方
で
、

感
謝
を
感
じ
る
瞬
間
も
増
え
ま
し
た
。
無
事
に

成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
家
族
や
恩

師
、
友
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
沼
津

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
努
力
し
続
け
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い

で
す
。
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
戻
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

感
謝
を
忘
れ
ず

成
人
を
機
に
、
自
身
の
今
後
の
展
望
を
改
め

て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昔
の
夢
は

技
術
者
で
し
た
が
、
今
は
異
な
り
ま
す
。
高
専

に
在
学
し
た
五
年
間
を
通
し
て
自
身
を
見
つ
め

直
し
、
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
将
来
、
経
済
格
差
問
題
の
研
究
を
し
た

い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
四
月

か
ら
は
専
攻
を
変
え
て
経
済
学
部
に
進
学
す
る

予
定
で
す
。
二
十
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
沼
津

を
離
れ
る
の
は
心
苦
し
く
、
ま
た
非
常
に
残
念

で
す
が
、
大
き
く
自
身
を
成
長
さ
せ
た
の
ち
に

ま
た
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
愛
す
る
地

元
に
大
き
く
貢
献
す
る
所
存
で
す
。

将
来
の
展
望

新成人
（門池地区）

川
かわ

北
きた
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HPで
は

、
本

会
議

の
録

画
映

像
な

ど
を

配
信

中
!
沼
津
市
議
会

検
索

新型コロナウイルスの感染が拡大している状況の中で、感染リスクを考慮した適切な実施の在り方を検討した結
果、例年実施している本会議場での開催という形式を取らず、「3人の新成人議員からの質問内容と市の答弁」及
び「質問者以外の新成人議員からの一言「これからのわたしと沼津」」を市ホームページに掲載するこ
ととしました。

【新成人議会に関するお問い合わせ】生涯学習課　☎０５５－９３４－４８７１

市議会ホームページでは、本会議の中
継（ライブ・過去の録画映像）が視聴で
きます。
新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点からも、是非この機会に、御自宅から
インターネットで議会のリアルな雰囲気
を御覧ください。

新成人
（愛鷹地区）
武
たけ

田
だ

 光
みつ

輝
き

さんさん

委�員�長���加藤　明子������委�員���平野　　謙������委�員���深田　　昇������委�員���岡田　進一
副委員長���浅田美重子������委�員���小泉　宣子������委�員���市川　道隆������委�員���山下富美子議会だより編集委員会

議会だより次回発行予定　令和３年 5 月 15 日

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

令和 3 年「新成人議会」は開催方法を変更しました

パソコン・スマートフォン等から本会議を御覧ください

新成人議員の「質問・答弁」
及び「一言」はこちら

ステイ
ホームで
傍聴！

会議名・議員名・会派名
などから検索できます

郵送、電話、FAX、E メール等でお寄せ下さい。
（本紙左端参照）

※発言内容と会議記録の表示は、ライブ中継には対応していません。

議会だよりへの御意見・御感想をお聞かせください

会議記録の文字情報を
表示できます※

一般質問の通告
内容が表示され
ます※

映像の右下　をクリック
すると全画面表示されます
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